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要 旨
推薦システムとは， ユーザが好むと考えられる商品などを推測し， それらを利用者に提示するシステ
ムのことである． 従来の推薦システムは， (1)商品の特徴に基づいてユーザの好みに適合する商品を
推薦する内容に基づくフィルタリングと，(2)ユーザの過去の行動履歴と他ユーザの過去の行動履歴との
類似度から商品を推薦する協調フィルタリングの二つに大別できる． しかし， (i) ユーザの好みは商品
を選び始める段階で具体的ではないことが多く， ユーザが推薦に必要な好み（ 商品属性） を完全に
かつ正確に入力することは困難である． 加えて， (ii)ユーザの好みは一定ではなく移り変わるものであ
るため，閲覧している商品とは別のカテゴリの商品を選択することも頻繁に起こるが，こうした好みの変化
を過去の行動から予測することは困難である．
上記の問題を解決するために， 本研究ではユーザから入力された好みと類似する別カテゴリの商品
を提示することで， ユーザの好みの「 具体化」 と「 変化」 を促し， ユーザの好みを明確化させるシス
テムを考案し，被験者実験を通してその有効性を検証することを目的とする．具体的には， 類似した別
カテゴリの商品の推薦順番を決定する方法として， ユーザから入力された商品属性(＝ 希望する商品
属性)を重視して算出する方法と閲覧している商品が持つ商品属性を重視して算出する方法の2種類を
提案する．また，推薦商品を提示する方法として，一種類のカテゴリのみ提示する方法と複数種類のカ
テゴリを一度に提示する方法を提案する．
提案システムの有効性を検証するため，家電製品を検索する例を基に被験者実験を実施した結果，次
の知見を得た．具体的には，(1)被験者の 32%に対して好みの明確化（ 好みの具体化か変化）の支援
に貢献できたこと明らかになった． 続いて， (2)入力された商品属性重視による別カテゴリ商品の推薦
ではユーザの好みの変化を促し， 一方， 商品の持つ商品属性重視による推薦ではユーザの好みの
具体化を促すことが示された， また， (3)提示方法の違いでは，好みの明確化支援の効果に大きな際
は見られないこと，(4)被験者が自由に商品を検索する場合でも提案システムが有効であることが明らか
になった．
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